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○自主的な健康づくりに取り組みましょう
　健康維持のためには、日頃から適度な運動やバ
ランスの良い食生活を心がけることが大切です。
　市では、自主的な健康づくりをサポートをする

「はにぽんチャレンジ」を行っています。特定健
診やがん検診を受け、健康講座などに参加してポ
イントを集めながら、健康を意識した生活を送り
ましょう。集めたポイントは賞品と交換できます。
※詳細は市ホームページ又は保険課へ。

○ジェネリック医薬品を活用しましょう
　ジェネリック医薬品は、後発医薬品のため安価
で、安全性の認められた医薬品です。
　高血圧や糖尿病などで継続的に服薬している人
や、複数の薬を服用している人は、薬代の個人負
担を減らす効果が大きくなります。
　市では、１か月当たりの自己負担額の差額に
３００円以上効果が見込まれる人に、年２回（１0
月・３月）差額通知を郵送しています。１か月の
差額は少なくても一生では大きな節約になります
ので、参考にしてください。ジェネリック医薬品
へ変更することに不安がある場合は、かかりつけ
医や薬剤師に相談してみましょう。短期間だけ試
してみることも可能です。　
　ジェネリック医薬品希望シールを保険証やお薬
手帳に貼付して医療機関の窓口で意思表示ができ
ますのでぜひご活用ください。

○交通事故や仕事中の負傷は保険証が使えない場
合があるため注意しましょう
　交通事故等の第三者から受けたけが等の治療費
は、加害者に支払義務があります。保険証を使用
して医療機関に受診した場合には、市から加害者
等へ求償手続きを行う必要があるため、必ず保険
課へご連絡ください。なお、仕事中や通勤中のけ
がで労災が適用になる場合、保険証は使用できま
せん。

○同じ病気で複数の医療機関を
受診するのはやめましょう

　医師の紹介ではなく自己判断で複数の医療機関
を受診すると、何度も同じ検査や処置、投薬など
を行うことになり体に負担がかかります。
　治療に対する不安や疑問があるときは、かかり
つけ医に相談してみましょう。また、かかりつけ
薬局やお薬手帳を活用して薬の重複や飲み合わせ
にも注意しましょう。なお、病院等で治療中のけ
が等と同じ理由で接骨院・整骨院にかかった場合
は、保険証は使用できません。

■医療費の還付金詐欺電話が増えています！
　市役所の職員を名乗り、累積医療費等の還
付があるという理由で、銀行やコンビニ等の
ＡＴＭへ誘導する電話が増えています。
　市役所からＡＴＭへ行くように指示するこ
とは絶対にありませんので、ご注意ください。
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医療費抑制のためにできること
歳出歳入
100億
6,087万円

101億
7,744万円

共同事業交付金
24億6,290万円

24.2%

国庫支出金
23億 3,312万円

22.9%前期高齢者交付金
20億4,846万円

20.1%

国保税
19億9,095万円

19.6%

市繰入金
4億7,538万円

4.7%

県支出金
5億5,241万円

5.4%

療養給付費等交付金
2億6,713万円

2.6%
繰越金他
4,709万円
0.5%

保険給付費
59億8,243万円

59.5%共同事業拠出金
22億4,072万円
22.3%

後期高齢者支援金
11億6,243万円

11.6%

介護納付金
4億5,903万円
4.6%

総務費
１億2,093万円
1.1%

保健事業他
9,533万円
0.9%

平成28年度

国民健康保険
特別会計決算状況
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平成 28 年度の後期高齢者医療制度加入状況
被保険者数
（加入者）

埼玉県全体 78万 7,986 人
本庄市 9,707 人

本庄市の保険料 収納額 5億 7,323 万円

医療費

埼
玉
県
全体 6,597 億 8,975 万円
１人当たり 84万円

本
庄
市
全体 92億 424万円
１人当たり 95万円

国保加入者数	 11,942 世帯
被保険者数	 20,115 人	
平成 29年 12月 31日現在

わ た し た ち の 国 保 (国民健康保険ガイド）

１人当たりの保険給付費の推移
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